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1信濃川大河津資料館信濃川大河津資料館 樋口勲



大河津分水のあゆみ 2

水害の頻発  1757年：宝暦の横田切れ
 1896年：明治の横田切れ
 水害頻度は3年に1回

請願活動

第１期工事
 ほぼ人力で通水寸前まで掘り進む
 川幅は現在の1/5程度
 費用、技術的な問題多発

第２期工事
 大型機械・先端技術を駆使
 分水路掘削と堰の建設
 1922年8月25日通水！

補修工事  青山・宮本の陣頭指揮
 洗掘防止のための床留・床
固の建設も実施

壊滅

ほぼ人力で通水寸前まで掘り進む

中止

不許可

壊滅横田切れ

自在堰陥没

地すべり
冬季風浪

江戸時代～

江戸時代～

1870（明治3）年～
1875（明治8）年

1907（明治40）年～
1927（昭和2）年

1927（昭和2）年～
1931（昭和6）年

冬季風浪冬季風浪

壊滅壊滅

大河津分水
完成

 170名超の請願者
 私財を投じた活動
 大河津分水を諦めない



大河津分水の請願者 3



田沢実入 4



田沢実入



田沢実入におきた３つのできごと

①第1期工事の中止
田沢実入が子どもの頃に工事が中止に・・・。
悲しむ人たちをたくさん見て来た・・・。

②父の死
東京にて大河津分水請願中に父が危篤・・・。
「大河津分水を実現してくれ」の遺言を聞き遂げた。

③横田切れ
岐阜県で河川工事に従事中に大きな被害が・・・。
苦しむ新潟の人々の声が届いた・・・。

多くの人たちの想いを実現したい・・・
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田沢実入年表 7
年 できごと 年齢

1852(嘉永5) 庄屋与一郎（当時30歳）の子として古川村（白根市）に生まれた。 0

1865（慶応元） 与一郎は新発田藩主の命に依って同役の上田幸助と江戸に出て幕府に対し、大河津分水の工事を請願した。 13

1868(明治元)
5月に信濃川大洪水。20日間にわたり越後平野は浸水した。追い打ちを掛けるように北越戊辰戦争が発生。8月になり戦争が終結に向かい始めたのを機に父
与一郎や有志らは大河津分水工事の開始を盛んに新政府等に請願した。

16

1869(明治2) 9月17日、政府が財政の逼迫等により分水工事延期を命令。これを受けて父与一郎ら有志は資金の調整に奔走。 17

1870(明治3) 5月17日、大河津分水工事（第1期工事）着工。 18

1870年(明治3) 7月7日、大河津分水工事（第1期工事）起工式。 18

1870（明治3） 大河津分水工事（第1期工事）において、与一郎は用弁係として工事に従事し、この工事の中止後も分水工事の復活のため努力した。 18

1875年(明治8) 大河津分水工事（第1期工事）廃止。 23

1879年(明治12) 中蒲原郡書記拝命、勧業博覧会出品係を命ぜられる。 27

1881年(明治14) 中蒲原郡書記辞職。「信濃川治水論」発表。 29

1881（明治14） 14年9月、市島正内、須田勝十郎、田沢実入三人の名義で印刷されたのが『信濃川治水論』 29

1882年(明治15) 信濃川分水会社創設（のち信濃川治水会社に改める）。「信濃川治水論続編」発表。 30

1883（明治16）
新潟県議会議員（中蒲原郡区）に当選。31歳。実入は県議として治水のために活動、この間の実入のことは、『新潟県議会史明治編一』（平成13年12月27日
発行新潟県議会）にかなりの記事が見受けられ、明治17年通常会で実入の自己の生家を含めて「日本に豪農なり、金持ちあり、農夫の上前とりだけなり」との
発言が紹介されている。

31

1883（明治16）
与一郎、61歳で病没。子の実入にその志が引き継がれた。実入は若くして父の生前から治水運動に従事、東京や京都を往来し、また、「新潟新聞」に「治水説」
「凶荒予備之法無クンバ可カラズ」等の投稿を行い、その名を知られていた。

31

1886（明治19） 19年3月、実入は2期目の県議会当選を果たすが、12月には辞職、新潟県庁土木課職員になった。 34

1887（明治20）
新潟県庁土木課勤務（明治20年～23年）会議課長となるが、22年信濃川堤防改築工事不正に伴う処分として非職（今の休職-俸給の三分の一は三箇年間支
給された）になった。その後、一時「浪人」した。

35

1891（明治24）
長野県土木課勤務。以後、内務省広島土木監督署。岐阜県属。高知県土木課長。岐阜県第二課長（後掲、大竹貫一岐阜県調査時）、東京市土木部長（後掲、
田沢実入の「新潟県民に告ぐる文」は東京勤務時のものである）、山梨県土木課長、愛知県土木課長を歴任、各県の土木行政に当たった。

39

1893年(明治26) 内務省に勤める（広島土木監督署）。 41

1896年(明治29) 岐阜県第二課長。木曽三川大水害。新潟県では横田切れ発生。大竹貫一木曽三川水害視察。 44

1900年(明治33) 東京市土木部長。 48

1901年(明治34) 「大河津分水に就いて新潟県民に告ぐ」を新聞に発表。 49

1907年(明治40) 大河津分水工事（第2期工事）着工。この頃に大河津分水工事の信濃川落水工場主任嘱託。 55

1911（明治44） 大河津分水工事「信濃川地蔵堂工場主任」 59

1912（明治45） 大河津分水工事「信濃川落水工場主任」 60

1916（大正5) 大河津分水工事「弥彦砕石工場主任」 64

1922(大正11) 8月25日、大河津分水通水。 70

1923(大正12) 内務省辞職。71歳。 71

1924（大正13） 「信濃川大河津分水保勝会」初代会長に就任。大河津分水工事竣工式準備に関する事務職託をとかれた。 72

1924年(大正13) 大河津分水工事（第2期工事）竣功式。 72

1927年(昭和2) 大河津分水で自在堰が陥没。代わりの可動堰等を建設するための補修工事着手。 75

1928年(昭和3) 4月2日、逝去。76才。 76



信濃川治水論 8

彌彦神社所蔵



明治34年7月31日の新潟新聞 9



田沢実入と大竹貫一 10

大竹貫一
横田切れ当時は衆議院議員
 横田切れの絵を描かせた？！
 横田切れの写真を撮らせた？！
 内務大臣の新潟視察を実現

田沢実入
横田切れ当時は内務省職員
 大河津分水の計画の情報あり？！
 大竹貫一と意思疎通？！
 新潟新聞に奮起を促す文を掲載



写真で見る100年前と今 洗堰

100年前 今

 洗堰の建設中。堰柱のコンクリート打設中の写真。
 昭和32年に嵩上げした洗堰。平成12年まで稼働。
 現在は登録有形文化財として保存されている。
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100年前 今

写真で見る100年前と今 自在堰

 大正11（1922）年8月25の通水時に撮影された写真。
 その後、通水からわずか5年後に陥没し撤去。
 角が丸みを帯びた堰柱の一部が残っている。
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100年前 今

写真で見る100年前と今 分水路堤防

• 大正8（1919）年頃に撮影。農地だった場所に築いた堤防が延々と続いている。
• 河川敷に敷かれた工事用のレールも確認できる。
• 現在は桜の解説看板や遊歩道が整備。
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100年前 今

写真で見る100年前と今 渡部橋付近

 明治44（1911）年頃に右岸側から撮影。
 写真中央には掘削機械のエキスカベーター。
 現在の渡部橋付近。
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今100年前

写真で見る100年前と今 第二床固付近

 大正3（1914）年頃に撮影。
 大型機械のエキスカベーターのほか、働いている多くの人たちが確認できる。
 現在は川底の洗堀を防ぐための新しい第二床固を建設している。
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100年前 今

写真で見る100年前と今 分水路河口

 大正5（1916）年に撮影。
 蒸気機関車の奥に掘削中の分水路と日本海が確認できる。
 現在は新野積橋の建設が進行中。
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1922年8月25日 大河津分水通水！ 17



彌彦神社に奉納された請願資料 18

彌彦神社所蔵



彌彦神社に奉納された請願資料 19

彌彦神社所蔵



信濃川改良工事沿革誌 天地人 20

彌彦神社所蔵



田沢実入が行った５つの取り組み 21

①請願者のリーダーとして意見を
まとめた

② 200年間の水害の資料を集め
て本やパンフレットを作った

③工事の勉強をするために全国
の川の工事で働いた

④大河津分水の工事で働き、政
府に地域の情報を伝えた

⑤大河津分水が完成したら桜を
植えた

田沢実入



大河津分水の桜



100年前の大河津分水の桜 洗堰 23

完成した洗堰と桜 大正13（1924）年頃



100年前の大河津分水の桜 地蔵堂駅前 24

地蔵堂駅前の桜並木 昭和初期



おいらん道中 25

大河津分水路堤防 昭和初期



100年前の大河津分水の桜 補修事務所 26

現在の信濃川大河津資料館の裏手付近 昭和初期



100年前の大河津分水の桜 自在堰付近 27

分水路堤防上の蒸気機関車の車庫と桜



100年前の大河津分水の桜 五千石堤防 28

桜のトンネルができている 昭和20年代
写真提供：山宮氏



桜が描かれた絵葉書 29



観光パンフレット 30



観光パンフレット 31



観光パンフレット 32



大河津分水桜年表そののののののののののののののののの1分分水水水水水水水桜桜桜桜年年年年年表表そののののののの1

植え始め
年号 西暦 できごと

明治40年 1907 大河津分水工事の開始が帝国議会で可決される。

明治42年 1909 大河津分水工事が本格的に始まる。

明治43年 1910 大河津分水に桜を植え始める。

大正11年 1922 大河津分水に初めて水が通る。

大正13年 1925
桜の碑が建立される。
大河津分水の桜を守り、宣伝するための協会「分水路保勝会」が設立される。
会長は田沢実入、副会長は山宮半四郎。分水路保勝会が中心となり約4300
本の植樹を行なう。

昭和2年 1927 自在堰が陥没し、信濃川下流は水不足となる。直ちに可動堰の建設に着手す
る。このとき約2000本の桜が移植されるが、ほとんどが枯れてしまう。



大河津分水桜年表そののののののののののののの2分分分分水水水水水水水桜桜桜桜桜年年年年年年表表表そそそそのののののの2

全滅の危機
年号 西暦 できごと

昭和4年・
5年頃

1929
1930

地蔵堂料理組合が出資し、桜町（燕市桜町）で仮装行列を行なう。これが、
おいらん道中の原型と言われている。

昭和6年 1931 自在堰に代わる可動堰が完成する。

昭和9年 1934 おいらん道中として、大河津分水の桜の下で開催されたといわれる。その後、
戦時下のため、おいらん道中は行われなくなる。

昭和19年 1944 戦争のため軍の要請で大河津分水の桜が1000本以上伐られる。

昭和22年 1947 戦争が終わり、おいらん道中が復活する。

昭和25年 1950 大河津分水公園が「佐渡・弥彦国定公園」に指定される。



山宮半四郎



桜の育ての親 山宮半四郎 36

 田沢実入とともに明治43年に桜
を植え始めた一人。

 有志を募り私財を投じて桜の植樹
を推進。大河津分水一帯の公園
化にも尽力。

 戦争で中断したおいらん道中を復
活させた。

 現在は燕市の名誉市民。

明治15（1882）年
～昭和43（1968）年

山宮半四郎が遺した歌
分水路の桜に別れを惜しみて

千代八千世 変わらで匂い 桜花
植えし翁の 散りしあとにも



山宮半四郎のアルバム 37

写真提供
山宮氏



桜を植えた理由 38

地方発展の一助とするため。

犠牲になった先人達を慰霊するため。

大河津分水の偉業を後世に伝えるため。



桜之碑 39



桜の生みの親 田沢実入 40

 大河津分水の建設に大きく貢献
した人物。

 明治43（1910）年に桜を植え始
めた一人。今日の大河津分水の
桜の生みの親。

 大河津分水の桜を守り伝えるため
に設立された「信濃川大河津分水
路保勝会」の初代会長。

嘉永5（1852）年
～昭和3（1928）年

桜之碑に刻まれた田沢実入の歌

いく千春 かはらでにほへ 桜花
植えにし人は よし散りぬとも

敷島の日本こころの佐久良花
堤とと裳に よ露つよもか那



田沢実入 と 山宮半四郎 41
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大河津分水を
伝える



大河津分水殉職者慰霊式 43



NPO法人ぶんすい桜を守る会の皆さん 44



桜の植樹活動 45



大河津分水を伝える 46



大河津分水を伝える 47



大河津分水を伝える 燕の子ども達 48

左上・右上
2021年12月6日
分水小学校資料館ガイド

左下
2021年12月7日
島上小学校の県庁訪問＆ポスター贈呈



大河津分水を伝える取り組み 49
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多くの人たちと一緒に・・・ 50






